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1. 研究背景と目的 

ゲーテッドコミュニティ（以下 GC と省略）とは，ゲ

ートを設け，周囲を塀や壁で囲むなど，住民以外の敷地

内への出入りを制限することで通過交通の流入を防ぎ，

防犯性を向上させたまちづくりの手法である。1) 1980 年

以前の中国にとって，GC は，生産と生活を最も効率的

に組織化し，家族や社会生活と行政を統合することがで

きる生活空間であったことから，工場の付属住宅区が生

まれた。そこには工場，商店，レストランなど，住民が

生活する上で必要な施設はほとんど揃っていた。しかし，

時代の変化とともに，今日の中国の旧市街地の GC はコ

ミュニティ内部の交通渋滞や歩車混在，歩行効率の低下

とオーペンスペースの少なさ，住民活動の減少などの問

題を引き起こしている。 

そこで，2016 年に「open block」という概念から生ま

れた「街区制」が導入され，原則として新しい GC は建

設しないことが提案された。また，すでに完成した住宅

地は，内部の道路を徐々に開放する必要があると提唱さ

れた。しかし，壁の撤去に対しては住民の反対が多く，

「街区制」の導入には明確な方法論がないことが課題とな

っている。 

本研究の目的は以下の二点である。一点目は，定量的

な調査手法により，旧 GC のどの区域を優先的にリノベ

ーションすれば，都市にとってより効果的で，都市全体

の発展にも役立つかである。二つ目は，外部と内部の両

面から旧市街地の GC の問題を分析することで，GC に

対する合理的な評価指標を示し，ゲーテッドという形態

を維持しながら住民の生活の質を向上させるための提案

を行うことで，GC 内外の機能とニーズのマッチングを

実現することである。本稿では，一点目の研究目的をよ

り具体的に取り上げた。 

2.研究の対象地 

鄭州市は 1954 年に中国河南省の省都に指定され，国の

支援により綿織物産業が栄えると急速な人口増加により，

鉄道駅を中心とした市街地が形成された。鄭州市のよう

な人口が多い都市では，GC がもたらす問題はさらに顕

著になる可能性が高く，研究対象地とするのに適切であ

ると考えられる。 

また，道路に囲まれた区画は，通常「街区」と呼ばれ

るが，中国では街区の明確な区分けや呼称はない。鄭州

市の旧市街地の場合，「街区」として扱える区画には，様々

な GC が多数存在することが多い。特に数多くの小規模

な旧 GC の詳しい地図データを手に入れるのは困難であ

るため，本研究では，鄭州旧市街地の GC の集合体を対

象として分析する。その調査を行うには，まず街区を区

分することが必要であると考えられる。 

 

3. Space syntax 理論に基づいた街区の区分 

Sheng は Space syntax 理論注１)を用いて中国都市の街区

区分の方法を提案し，トポロジカル選択値(Topological 

Choice)という指標を用いて北京と天津の街区区分を行

った 4)。実際の道路に基づき，space syntax 解析によって

補完されたこの街区区分の方法は，人為的に強化された

道路クラスを補正することが可能である。 

ポロジカル選択値は，道路の軸線マップ(Axial map)を

作成し，DepthmapX を使い，半径 3km を基準として算出

した。Space syntax の研究では，「半径」というのはある

歩数(Step)以上の道路は計算に関わらないという意味で

ある。「半径 n」は，半径を限定しないことを意味する。

この解析で使用した半径が 3km なのは，2 つの理由があ

る。 一つ目は，天津市と北京市の中心部を対象とした先

行研究において，半径 3km が実際の道路網の分級に近い
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からである。本研究では，半径 2.5km，3km，3.5km の結

果には大きな差は見られなかった。半径 2.5km と 3km の

結果の決定係数 R2 は 0.98 に，半径 3.5km と 3km の結果

の決定係数 R2 は 0.99 に達しており，非常に高い相関関

係があることがわかった。 

 

図 1 トポロジカル選択値の解析結果 

 

図 2 補正された二級道路 

 

図 3 街区区分図 

 

基本的な街区の区分は，一級道路と二級道路に基づい

て行った。そこで，トポロジカル選択値の解析の結果(図

1)と組み合わせ，実際のアクセスのポテンシャルが 3 級

道路の範囲に収まる二級道路のクラスを下げる。

(Topological Choice＜358020000)(図 2)一級道路，三級道路

は修正をしない。その理由は，一級道路の「障壁効果」

(barrier effect) 5)が明らかなためである。つまり，本来は

連結の役割を果たすはずの道路が，別の意味で逆に孤立

させる効果を持っている。人々はもはや道路でつながっ

ているのではなく，広い道路を走る大量の自動車交通に

よって互いに分離され，幹線道路に囲まれた街区はさら

に分断された状態になっている。そのため，本研究にお

ける街区区分は，一級道路については補正しない。三級

道路の中には，space syntax 解析では一定の交通量のポテ

ンシャルがあるにもかかわらず，実際の道路では幅員制

限があり，実際の交通量がそのポテンシャルに達してい

ないと考えられる。そのため，今回の解析ではポテンシ

ャルの高い三級道路のクラスを上げない。 

Space syntax 解析結果を実際の道路マップを重ね合わ

せて用途地域図との対照を行い，鉄道用地など住宅地の

ない地区をマークして街区区分図を作成した。各街区の

名称は Sheng の研究 4)を参考にし，「CB＋番号」の形式

をとっている。 

 

4. GC の再生優先度評価 

4.1. 評価方法の概要 

この部分の調査では，GC のリノベーションのあり方

を探るために，それにおいて優先度の高い問題街区を選

別する。そのため，都市全体の GC を含む街区への評価

が必要と考えられる。既往研究 3) 6)によると，都市や地

域の人口密度とアクセシビリティは，都市の自然な形成-

拡大過程において，通常，正の相関があるとされている。

しかし，これは絶対的なものではない。地域の人口密度

とアクセシビリティを重ね合わせて比較することで，そ

の地域の公共施設に対する需要と供給のバランスを反映

させることができる 7)。 

したがって，本研究では，人口密度マップとアクセシ

ビリティ図のオーバーレイ解析で需要と供給が一致しな

い街区を対象として調査・分析する。また，人口密度が

高い場所は，住居数の多い街区にはよく見られる現象で

あるため，「人口密度が高く，アクセスが悪い」地域を研

究対象として抽出し，街区内の GC の実態に応じて，具

体的な調査を行う。 

 

4.2. トポロジカルアクセシビリティの計算 

アクセシビリティの既往研究 8)からわかるように，人

の活動の機会，すなわち場所の「魅力」は，アクセシビ

リティに影響を与える重要な要因である。しかし，中国
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の GC の場合，コミュニティの内部空間はコミュニティ

の住民にしかサービスを提供しないため，外部に対する

コミュニティの魅力を測定することはあまり意味がない，

つまりアクセスビリティの計算において目的地として考

慮することは合理的でないと考えられる。そこで，本研

究では，特定の目的地を必要とせず，街区の道路ネット

ワークの構造そのものに着目したアクセシビリティの指

標を用いた。 

トポロジカルアクセシビリティとは，道路ネットワー

クをベースにノード間の相互接続関係をトポロジー図で

表現し，トポロジー指標を定量化することでネットワー

クの構造特性を反映させるという計算方法である。トポ

ロジー法を用いてアクセシビリティを測定する場合，ノ

ード間の幾何学的距離ではなく，相互接続されたノード

間の遷移数が注目される。 

Space syntax に基づくアクセシビリティの既存研究で

は，基本的にアクセシビリティ評価指標として軸線マッ

プ(Axial map)における統合値(Integration)を適用し，深さ

(Depth)が大きいほどアクセスしにくい空間とみなすと

いう，空間的・時間的インピーダンスを深さ値で定量化

するアクセシビリティ評価の考え方の一種であることが

示されている。統合値(Integration)は，任意の１街路とそ

の周囲の街路との関係を分析し，道路の連結性を示す指

標である。 

統合値は通常，各セグメントが他のすべてのセグメン

トからどれだけアクセスしやすく，目的地として選ばれ

る可能性を示す指標として用いられる。したがって，本

研究では統合値を用いて，街区のアクセシビリティを計

算する。DepthmapX を用い，徒歩で移動する場合アクセ

シビリティ示すことができる半径 3 の統合値 9)を計算し

た結果を図 4 に示す。統合値の平均値(2.25)以下の道路 

は，アクセシビリティが低いと判断される。図 4 からわ

かるように，鄭州市の中心部を走る鉄道用地があるため，

人が集中しており交通利便性が高いはずの市街地のアク

セスが悪い。実際にも，鄭州市の中心市街地は，交通渋

滞が非常に激しい地域である。 

 
図 4 アクセシビリティの計算結果 

4.3. LBS データを用いた人口密度データの整備 

位置情報サービス(LBS)とは，地理的なデータや情報を

活用してユーザーにサービスや情報を提供するソフトウ

ェアサービスの総称である。Easygo のデータは，テンセ

ントの製品群(Weibo，QQ，WeChat など)の大規模なユー 

ザーベースに基づき，オンラインのアクティブユーザー

の位置をリアルタイムに記録している。 

 
図 5 人口密度マップ 

 

25m 精度のリアルタイム人口分布データと人口調査デ

ータの相関係数 R は約 0.93，決定係数 R2 は約 0.86 と強

い相関があるので，人口密度データの作成に使うことは

可能だと考えられる。そこで，人口分布データの精度向

上のため，まず各行政区域のリアルタイムの人口数の合

計と国勢調査による人口数の比率を算出した。その合計

が国勢調査の結果に近くなるように，ArcGIS を用いて各

ポイント count 値(25m メッシュ内の人数)に比率を乗じ，

10 クラスを分けて人口密度マップを作成した。 

 

4.4. オーバーレイ解析と街区の抽出  

図 6 において，人口集中が明確な街区(オレンジ色，値

≥7)とし，CB013，CB021，CB026，CB035，CB043，CB050，

CB059，CB077，CB083，CB087，CB089，CB094，合計 12 

街区を抽出した。学校とショッピングモールに人口が集

中している街区を除くと，CB013，CB026，CB035，CB043，

CB050，CB077 という 6 つの居住区を抽出した。 

 
図 6  オーバーレイ解析の結果と抽出した街区 
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図 6 からわかるように，CB013，CB035，CB043，CB050，

CB077 という 5 つのアクセシビリティの低い道路を含む

街区がある。衛星地図上で過去 20 年間に建てられた新し

い超高層住宅を除外した結果，1 つの街区「CB043」し

か残っていない。 

 

4.5. 抽出した街区への考察 

CB043 街区は，旧都心の繁華街に近く，中央を鉄道と

川が横断し，東側には大きな公園(ゲート付き)があり，

都心の工業団地とそれに付属する住宅地から発展した。 

問題点は以下の三点である。(1)図6からわかるように，

旧都心も人口密度は非常に高いが，道路構造の面では全

体的なアクセスは悪く，交通渋滞が激しい地域である。

加えて，街区には学校，工場，教会などもあり，機能が

過剰に混在しているため，住民との動線が重なり，GC

の住民に不便を与える可能性がある。その状況とアクセ

シビリティの計算結果により，GC の壁やゲートの位置

や数が妥当ではないかもしれない。(2)近隣の居住区の人

口構成は高齢者層が多いため，旧都心の古い商業施設は，

周辺の GC の住民の生活のニーズに応えられない可能性

もある。(3) BAIDU マップとストリートビューを参照し

て確認できる GC は 41 カ所があり，建築密度が非常に高

いので，住民の活動空間や駐車空間が不足していると考

えられる。 

 

5. GC の空間使用性評価指標 

この評価指標(表 1)は，抽出した街区への考察結果と居

住環境質評価指標 10)をもとに構築した。街区の現状調査

と中国の GC 改修事例により，中国の旧 GC は，通常の

居住区と比べて，壁の存在により駐車環境や公共空間の

利用が最も重要な課題になっている。また，GC 建設当

時の中国では自家用車の保有率が低かったため，現在の

GC の改修では建物間の公共空間が駐車場や活動空間に

指定されることが多い。したがって，GC の公共空間の

改修では十分な建築距離を確保する必要がある。そのた

め，「境界環境」と「活動環境」を GC 内部の評価指標と

する必要があると考えられる。GC 外部の評価には，既

往研究 10)の居住環境質評価の「空間使用性」評価を参考

にし，「街路環境」と「自然環境」を指標とする。 

 

6. まとめ 

中国の場合，GC の壁を完全に取り壊すことができる

ようになる前に，妥協の案が必要だと考えられる。  

本研究では，鄭州市の旧市街地を事例とし，先行研究

に基づいた街区の区分を行い，研究の範囲を明確にした。

また，中国の再生優先度の高い街区を選別するための方

法を検討し，アクセシビリティの計算と人口密度データ

を用いて鄭州市に対する優先的にリノベーションすべき

街区を抽出した。また，対象街区を考察し，既往研究を

参考にした GC の空間使用性指標を構築することで，GC

の再生に向けた提案の一つの参考になると考えられる。 

 

表 1 GC 空間使用性評価 
 評価環境 評価概念 評価指標 

内

部 

境界環境 
GC の囲む方

法(境界空間

の利用効率) 

GC 境界の全長に対する

壁の長さの割合 

活動環境 
オーペンスペ

ースの広さ 
建物間の距離・建物から

GC の境界線までの距離 

外

部 

街路環境 
街路のにぎわ

い 
歩行到達可能な飲食

店・商店数(10min 圏) 

自然環境 緑地の近しさ 緑地アクセシビリティ 

 

 
 
［注釈］ 

注 1)Space syntax は，イギリスの建築家・都市計画家である

Hillier と Hanson が提唱した都市空間分析の理論である。
2)都市空間を交差する線分の集合として抽象化し，それら

の間のトポロジカルなつながりを計算で定量化するもので

ある。彼らは，住宅内の空間や都市内の街路空間などを対

象に，グラフ理論を用いて，その場所の空間的特性を繋が

り方(空間の関係性)に着目して分析を行った。3) 
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